



は東京大学文学部第 4 類心理学専修を 1966 年にご卒業後、大学院に進学なさり、1968 年東京大学大学院人
文科学研究科心理学専攻修士課程修了（文学修士）、1971 年博士課程単位取得退学を経て、同年 4 月から東
京大学教養学部学生相談所助手、1973 年 8 月から同大学文学部心理学研究室助手をお勤めになりました。
そして、1978 年 4 月に宇都宮大学教養部助教授にご就任なさいました。1990 年には教養部教授に昇任され、
1994 年 10 月、国際学部設置にともない国際学部にお移りになりました。教養部を廃止して国際学部をつく
るという流れの中で果たした先生のご活躍とご苦労のほどは推測するに余りあるものがあると存じます。
心理学がご専門の先生は、もともとは動物実験を主とした学習の研究を行っていたそうですが、それらの
研究を人間の行動の理解に発展させたいとお考えになっていたとき、文部省在外研究員として 1993 年 3 月
から 1994 年 1 月の間アイオワ大学において研究する機会を得られ、人間の随伴性（関連性）の判断の研究
に進むことになったそうです。その成果を、1995 年モントリオールで開催された第 26 回国際心理学会議に




























平成 20 年 11 月 3 日
国際社会学科長　今　井　　　直
